
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開催レポート 

第５回：意見提案をブラッシュアップしよう 
2024 年７⽉６⽇（⼟）13:30〜16:30 ｜ 杉並区役所 
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１｜実施概要 

⽇時  2024 年７⽉６⽇（⼟）13:30〜16:30（３時間） 

場所  杉並区役所 本庁舎 第３・４委員会室（杉並区阿佐⾕南 1-15-１、中棟５階） 

内容 第 1 回の情報提供者である東京⼤学未来ビジョン研究センター/国⽴環境研究
所の江守先⽣に、第４回で考えた⽬標や取組についてヒントをいただきました。
その後、他のグループの取組などに意⾒するポスターセッションやワークを通
じ、意⾒提案をさらにブラッシュアップしました。 

参加⼈数 52 名（12 グループ） 

 
 

２｜当日のプログラム 
 

プログラム 時間 概要 
はじめに 13:30 ５分 本⽇の⽬的と進め⽅ 

13:35 10 分 評価アンケート結果と意⾒提案（素案）の説明 

13:45 15 分 意⾒提案へのフィードバック 
第１回の情報提供者である東京⼤学未来ビジョン研究センター／国
⽴環境研究所 江守正多先⽣より、意⾒提案についてのコメントやヒ
ントをいただきました。 

ポスター 
セッション 
（全体） 

14:00 35 分 意⾒提案（素案）をよりよくしていこう 
第３回で出し合った「めざす姿」や第４回で議論した「取組」のま
とめをポスター形式で会場に掲⽰し、感想やアドバイスを書き込ん
でいきました。 

全体 14:35 5 分 「全体⽅針」「めざす姿」への感想の確認、グループワークの進め⽅ 

14:40 10 分 休憩 

グループ 
ワーク 

14:50 90 分 意⾒提案（素案）をブラッシュアップしよう 
第４回で議論したグループで集まり、ポスターセッションでの意⾒を
確認し、取組の内容をブラッシュアップしていきました。 

まとめ 16:20 10 分 まとめ・次回ご案内・アンケート記⼊ 

16:30  終了 
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３｜ポスターセッション・グループワークの記録 

進め⽅ 

第５回では、東京⼤学未来ビジョン研究センター/国⽴環境研究所の江守正多先⽣に、第４回で
考えた「⽬標」や「取組」に対してヒントをいただきました。 

その後、他のグループの取組などに意⾒するポスターセッションを⾏い、テーマごとの取組に
加えて、全テーマを共通して⼤切にしたい視点として「全体⽅針」と、2050 年までにめざす杉並
区の姿として「めざす姿」について、より良くするための感想やアドバイスを出し合いました。 

グループワークでは、第４回で議論した 12 のグループに分かれて、議論を深めました。江守先
⽣や他の参加者からのヒントや感想を踏まえながら、取組ごとに以下の項⽬を検討しました。 

 
取組ごとに検討した項⽬ 

・ 達成したいこと 
・ 取組の内容 
・ なぜ杉並区のこの取組が必要か 
・ 実現に関わるべき主体 
・ 実現に向けたステップ 

 

ワークシートの読み⽅ 
 
⻩⾊い付箋： 
ポスターセッションで出し合った感想・アドバイス 
 
 
⾊⽂字の書き込み： 
ファシリテーターによるまとめの⾔葉や議論した内容 
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■「全体方針」と「めざす姿」 
 

全体⽅針 

第１回の「総論」で、情報提供があった視点であり、第３回以降の熟議では、これらの視点を踏
まえながら議論を進めてきました。第５回では、意⾒提案のとりまとめに向けて、「なぜこれらの
視点が⼤事と思うか」や「追加したい視点」について感想を出し合いました。 
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めざす姿 

第３回で議論した「めざす姿」のまとめの⾔葉（短冊シート）をもとに、表現を整理した案につ
いて、意⾒や感想を出し合いました。 
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■テーマ別の取組 
 
エネルギー 

１グループ｜家庭における省エネ・再エネ 
 

取組１：家庭でお得に省エネ・再エネにチャレンジできる環境を整備する 

＊上記のタイトルは、第５回で話し合う前のものを記載しています（以下同様です）。 
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取組２：再エネを近所の⼈たちとみんなで安⼼して導⼊できるようにする 
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取組３：省エネ・再エネ住宅の推進パッケージをつくる 
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エネルギー 

２グループ｜地域における省エネ 
	

	

取組４：区⺠や企業が協⼒・連携したくなる「杉並消灯⽇」を設ける 
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取組５：床発電システムを駅や公共施設に導⼊する 
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取組 6：杉並区主催で⾃家発電運動会を開催し、気候変動対策の取組を 
発信する 
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エネルギー 

３グループ｜地域における再エネ 
 
	

取組 7：⾃分たちで⼩さくてもコツコツと積み上げて発電し、 

まち全体で電⼒の地産地消を進める 
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取組 8：（仮）化⽯燃料由来の電⼒を 再エネ由来の電⼒に切り替える 
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取組 9：交流⾃治体や地⽅と再エネを起点にした 相互的な協⼒体制をつくる 

 
 

 
  



 14 

循環型社会 

４グループ｜リデュース：ごみ・食品ロスを減らす 
 
	

取組 10：商店街でフードロスをテーマにした ハレの⽇の催しをつくる 
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取組 11：杉並循環ラボをつくる 
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取組 12：杉並式⽣ごみ循環システムをつくる 
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循環型社会 

５グループ｜リユース：繰り返し使う 
 
	

取組 13・15（１つに統合）： 
⼀度使ったものをアップサイクルや修理できる拠点「RE プレイス」を創出する 
⼀度使ったものをシェアする「杉並区 0 円均⼀ DAY」の仕組みをつくる 
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取組 14：区⺠が⽇常的に、リユース容器を使うことができる環境 
「杉並区量り売りストリート」の実現を⽬指す 
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循環型社会 

６グループ｜リサイクル 
 
 

取組 16：杉並区内の⽣ごみからできた⼟をつくり、杉並ブランドとして 
商品化する 
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取組 17：リサイクルの細分化を体験し、学べる場や機会を杉並区内につくる 
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取組 18：リサイクルについて⽬に触れる機会をまちの中に増やす 
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みどり 

７グループ｜区内の身近なみどりを守る 
 
 

取組 19：私有地のみどりを区⺠が推し活として守るムーブメント 
「推し樹林 48」をつくる 
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取組 20：駅周辺や⼤規模な⼟地に、杉並の顔となるような良質なみどりを 
つくり区⺠と守り育てる 
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取組 21：みどりに詳しい区⺠を増やすために、⾝近なみどりの専⾨家と 
つなぐ「みどり先輩マッチングサービス」を⽴ち上げる 
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みどり 

８グループ｜みどりを増やす 
 
 

取組 22：歩いて 10 分森林浴ができる杉並区を実現する 
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取組 23：各個⼈のみどりを増やすためのサポートを充実させる 
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取組 24：(仮)緑被率などのみどりの現状や⽬標をつねに可視化させ、 
⾃分ごとにする 
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みどり 

９グループ｜自然（みどり）の力を生かす 
 
	

取組 25：公共のみどりの活動の場として積極的に開放し、 
区⺠の利⽤と理解を促す 
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取組 26：街路のみどりデザイン・整備への区⺠参加を促し、⽬に⾒える愛着
のあるみどりを増やす 
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交通 

10 グループ｜自動車利用の低減 
	

取組 27：仕事で使う⾃動⾞を減らすために、商⽤「⾞」から商⽤「X」に 
移動⼿段を変化させる 
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取組 28：区内の移動を快適に！交通⼿段を増やして⾞を減らす 
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取組 29：⾞を使わないメリットを増やす 
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交通 

11 グループ｜徒歩・自転車の利用促進 
 
	

取組 30：⾞利⽤から徒歩への切り替えにインセンティブをつける 
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取組 31：⾞利⽤からの転換を推進するため、現在⾃転⾞を使っていない⼈の
利⽤を促し、使っている⼈もさらに⾃転⾞を利⽤するように促す 
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交通 

12 グループ｜人と多様なモビリティの共生 
 
	

取組 32：東⻄の移動だけでなく南北移動も省エネで移動できる選択肢を 
増やす 
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取組 33：交通結節点を⼈にやさしく付加価値の⾼い場にする 
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取組 34：推したくなるような四季折々の緑が楽しめる安全安⼼な 
移動空間をつくる 

 
 

 


